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＊
今
す
ぐ
で
き
る
７
つ
の
備
え
＊ 

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
収
束
の
兆
し
が
見
え
ま
せ
ん

が
、
地
震
、
台
風
、
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
に
待
っ
た
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
ご
ろ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
・
備
え
（
気
づ
き
）
が
あ

れ
ば
災
害
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

「
７
つ
の
備
え
」
の
ポ
イ
ン
ト 

１
、
自
助
・
共
助 

 

「
自
分
で
で
き
る
こ
と
、
家
族
で
で
き
る
こ
と
、
ご
近
所
と
力
を 

合
わ
せ
て
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

２
、
地
域
の
危
険
を
知
る 

 
  

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
た
り
、
町
を
歩
い
て
身
近
な
危
険
個 

所
を
調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う 

３
、
地
震
に
強
い
家 

 
  

可
能
な
ら
ば
家
の
耐
震
診
断
を
受
け
て
補
強
を
し
ま
し
ょ
う
。 

４
、
家
具
の
固
定 

 
 

日
頃
か
ら
身
の
回
り
を
整
理
し
て
「
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
」
に 

よ
る
ケ
ガ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

５
、
日
頃
か
ら
の
備
え 

 
 

大
雨
な
ど
の
災
害
情
報
に
注
意
し
、
日
頃
か
ら
避
難
場
所
や
避
難 

経
路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

６
、
家
族
で
防
災
会
議 

 
 

あ
ら
か
じ
め
連
絡
す
る
親
戚
や
知
人
を
家
族
み
ん
な
で
決
め
て
お 

き
、
災
害
時
に
避
難
や
安
否
確
認
の
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。 

７
、
地
域
と
の
つ
な
が
り 

   

町
内
会
や
自
治
会
の
行
事
に
参
加
し
て
、
ふ
だ
ん
か
ら
近
所
付
き 

合
い
を
深
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

２
月
14
日
に
第
４
回
防
災
学
習
会
を
開
催
し
「
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
避
難
行
動
・
避
難
所
の
運
営
」
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た

の
で
、
機
会
を
改
め
て
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

          
〇３月１０日(水)１８：３０～ 

  令和３年第２回総務部会を予定 

〇３月２１日(日)１０：００～ 

令和３年第２回役員会を予定 

※会場は井戸会館２階集会室 

『 笠岡地区まちづくり協議会 』 
 

事務所：笠岡市笠岡２６２７番地  

「井戸会館」内  

 電 話：６３－５９４９ 

 Ｆａｘ：７５－０１０１ 

E-mail：zukuri2@mx1.kcv.ne.jp 

 開館日：月･水･金曜日の 

１４時 ～１７時まで 

 

 

自助 

共助 公助 

３月の行事予定 

「防災意識は自分事」 

無理をせず できるとこ

ろからやりましょう‼ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「笠岡町の地名」その １1  

 

 

 

. 

行政区分による現在の地番 

本 町  2245  ～ 2260- 2 

住 吉  2261    ～ 2264-23 

本 町  2265-1 ～ 2330- 2 

伏 越  2338-1 ～ 2367 

住 吉  2369-1  ～ 2481-18 

 

「編 集 後 記」 

去る２月１３日の夜中、２０１１年

の東日本大震災を思い出させる強震に

見舞われた宮城や福島、“我が事意識”

を持って、無理をせず防災への一歩を

踏み出しましょう。    Ⅰ・Ⅿ 

 胡冥加銀とは、湊の守護神として祀ってある蛭子

宮に供える賽銭で、このころ以前から湊へ出入りす

る船や品物から取引高銀一貫目について銀二匁ずつ

を入港料として納めさせる。この金の中から毎年銀

九十匁を定額上納しようというもので、役目銀、運

上銀と共に胡冥加銀は町人層の負担となり、明治に

なるまで笠岡を苦しめたという。 

 新田の西南隅に住吉宮を建立、筒男三神(注)と猿

田彦命を祀ったので、嘉名をとって未新田を住吉町

とした。 

【参考文献】笠岡史談「旧笠岡村地名考」岩山保志 

(注) 筒男三神(つつのおさんじん) 

  住吉宮に祀られている神様のことで、日本書紀で

は「底筒男命」・「中筒男命」・「表筒男命」と伝えら

れている三神の総称です。 

 

         

*古城山の続き 

［伝承・城山の仏像］ 

笠岡城主村上景広(妻は真鍋氏)の母椋梨氏は城

内頂上西南に庵を結び、金無垢一寸六分の仏像を

安置して本尊とした。この庵は本尊と共に享保年

間、今立村本谷に移されて、尼僧が庵主で天保のこ

ろまで仏像もあったという。仏像の価値は本谷の

田畑の値に勝るとうわさが出て、ついに盗難に遭

い行方知れずになった。金無垢でなくて金銅仏で

あろう。明治二十年代に庵を改築した時、由緒を板

に誌した。由緒書には本尊は陶山藤三の母の護持

仏があったので陶山山長福庵というとある。この

由緒は何によったか不明。 

［雲碩庵］ 

浄土宗で享保年間、僧天頂の建立した庵で、本尊

は、観世音菩薩。今は俗家に転用せられている。墓

地はスサキの浄土宗智光寺の所有。 

 

*未(ひつじ)新田:笠岡 2387～２４８５番地  

小早川堤防と呼ばれた波止(はと)の内懐を干拓

した土地で、安永四年(1775)未年の十二月に検地

を受けたので未新田という。造成時に畑地二町五反

三畝三歩のほかに屋敷地九反四畝十二歩があった。

造成の許可申請は明治八年(1771)七月で、七兵衛

ほか十六人が笠岡村内の困窮者救済と非常用食料

の確保を名目にした上、許可を得やすくするため

か、冥加銀の上納も併せて願い出ている。この冥加

銀は胡(えびす)冥加銀と称す。 

 

春の全国火災予防運動 ３月１日(月)～ 

７日(日) 

 

 

1八軒屋町 2古城山下 

 

正寿場町 

川辺屋町 

殿川町 

ストップ ！  

こんろ火災 

～こんろ火災を防ぐポイント～ 
 

・調理中にこんろから離れないよ

うにしましょう。 

・こんろの周りに燃えやすい物を

置かないようにしましょう。 

・安全機能付きのこんろを使用し

ましょう。 

・換気扇やこんろ周りの壁、魚グ

リル等は定期的に掃除しまし

ょう。 

【学校の行事予定】 
☆笠岡小学校 

３月１９日(金) 卒業証書授与式 

３月２５日(木)  修了式 

４月 ８日(木) 入学式 

☆笠岡西中学校 

３月１２日(金) 卒業証書授与式 

３月２５日(木) 修了式 

４月 ９日(金) 入学式 

 

－編集室より－ 

令和２年５月号から掲載してきた

岩山保志さんの「旧笠岡村地名考」は

一応今月で終わりになりました。 

次号からは別のシリーズを予定し

ています。 

雲碩庵の跡 

霊場札所の祠 

 


